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す
。
国
宝
は「
重
要
文
化
財
の
う
ち
世
界
文
化
の
見
地
か

ら
価
値
の
高
い
も
の
で
、
た
ぐ
い
な
い
国
民
の
宝
た
る
も

の
」で
す
。
更
に「
国
宝
・
重
要
文
化
財（
建
造
物
）指
定

基
準
」で
、
国
宝
は「
重
要
文
化
財
の
う
ち
極
め
て
優
秀

で
、
か
つ
、
文
化
史
的
意
義
の
特
に
深
い
も
の
」と
さ
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
宝
は
重
要
文
化
財
の
う
ち
、
特

に
優
秀
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
世
界
文
化
と
い
う
目
で
見

て
も
価
値
が
高
く
、
文
化
史
的
意
義
が
特
に
深
い
も
の
な

の
で
す
。
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ぶ
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城
郭
天
守
と
し
て
63
年
ぶ
り
の
国
宝
指
定

　

平
成
26
年
5
月
15
日
の
文
化
審
議
会
に
お
い
て
、
島
根

県
松
江
市
の
松
江
城
天
守
に
つ
い
て
、
国
宝
指
定
す
る
よ

う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
官
報
告
示
を
経

て
、
正
式
に
国
宝
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

昭
和
25
年
制
定
の
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
、
国
宝
保

存
法
で
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
近
世
城
郭
建
築
か
ら
、
四

つ
の
城
の
天
守
が
国
宝
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
26
年
の

姫
路
城
、
昭
和
27
年
の
松
本
城
と
犬
山
城
及
び
彦
根
城
の

各
天
守
が
そ
れ
で
す
が
、
松
江
城
天
守
は
城
郭
建
築
の
国

宝
指
定
と
し
て
実
に
63
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
国
の
文
化
財
指
定
は
、
国
宝
と
重
要
文
化

財
と
い
う
２
段
階
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在（
平
成
27
年

6
月
1
日
現
在
）重
要
文
化
財
は
２
４
２
８
件
４
６
９
５

棟
で
す
が
、
国
宝
は
２
２
１
件
２
７
１
棟
で
、
重
要
文
化

財
の
僅
か
９
％（
件
数
比
）で
す
。

　

文
化
財
保
護
法
で
は
、
文
部
科
学
大
臣
が「
有
形
文
化

財
の
う
ち
重
要
な
も
の
」を
重
要
文
化
財
に
指
定
で
き
ま

松
江
城
天
守
は
、
５
月
に
国
宝
指
定
の
答
申
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
城
郭
の
天
守
と
し
て
は
、昭
和
26
年
の
姫
路
城
、

同
27
年
の
松
本
城
、
犬
山
城
、
彦
根
城
以
来
、
63
年
ぶ
り
の

国
宝
指
定
で
す
。

国
宝
と
は
何
か
、
な
ぜ
今
回
、
松
江
城
天
守
が
国
宝
に

な
っ
た
の
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
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松
江
城
天
守
の
価
値
と
は

　

そ
れ
で
は
、
松
江
城
天
守
が
ど
の
よ
う
な
建
造
物
で
、

ど
こ
が
評
価
さ
れ
た
の
か
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

　

松
江
城
は
、
松
江
市
街
の
中
心
部
、
亀
田
山
に
築
か
れ

た
平ひ

ら

山や
ま

城じ
ろ

で
す
。
慶
長
5
年（
１
６
０
０
）に
出
雲
・
隠

岐
の
領
主
と
な
っ
た
堀
尾
氏
が
、
同
12
年
よ
り
築
城
を
開

始
し
、
同
16
年
に
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。
現
在
の
天
守
は

こ
の
と
き
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

外
観
は
四
重
、
内
部
五
階
、
地
下
一
階
の
形
式
で
、
正

面
の
南
面
に
は
玄
関
と
な
る
附つ

け

櫓や
ぐ
らを
設
け
て
い
ま
す
。
屋

根
は
全
て
本ほ

ん

瓦か
わ
ら

葺ぶ
き

で
す
。
軸
部
は
長
さ
２
階
分
の
通
し
柱

ば
し
ら

を
多
用
し
て
お
り
、
周
囲
に
包

つ
つ
み

板い
た

を
釘く

ぎ

や
鎹

か
す
が
い、
帯お

び

鉄て
つ

で
取

り
付
け
た
柱
も
多
数
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
部
材
の
番
付

（
組
立
て
に
必
要
な
印
や
番
号
の
こ
と
）は
２
種
類
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
２
階
以
下
に
用
い
ら
れ
た
分
銅

紋
に「
富
」の
字
を
刻
む
部
材
は
、
安
来
市
に
あ
っ
て
、
堀

尾
氏
が
最
初
に
入
城
し
た
中
世
山
城
で
あ
る
富と

田だ

城じ
ょ
うの
部

材
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

昭
和
10
年
5
月
13
日
、
松
江
城
天
守
は
国
宝
保
存
法
に

よ
っ
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
指
定

説
明
は「
松
江
城
ハ
堀
尾
吉
晴
の
築
キ
シ
所
ニ
シ
テ
慶
長

十
二
年
起
工
慶
長
十
六
年
功
ヲ
竣
ヘ
タ
其
天
守
ハ
慶
長

十
五
年
落
成
セ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
城
現
存
唯
一
ノ
遺
構
デ

ア
ル
五
層
天
守
ニ
シ
テ（
屋
根
四
層
）形
態
荘
重
頗す

こ
ぶル
安

定
ノ
観
を
呈
シ
テ
イ
ル
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

松江城天守外観（南東より）
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り
、
松
江
城
天
守
の
価
値
は
著
し
く
高
ま
っ
た
の
で
す
。

一
方
、
城
郭
史
研
究
で
は
天
守
を
大
き
く
４
類
型
に
区
分

し
て
い
ま
す
が
、
独
立
型
が
犬
山
城
天
守
、
連
結
・
複
合

型
が
松
本
城
天
守
、
聯れ

ん

立り
つ

型
が
姫
路
城
天
守
で
す
。
複
合

型
と
さ
れ
る
松
江
城
天
守
は
、
年
代
及
び
規
模
と
も
同
類

型
の
彦
根
城
天
守
に
匹
敵
す
る
存
在
と
い
え
る
の
で
す
。

　

軸
組
全
体
の
中
で
相
互
か
つ
均
質
に
配
置
し
た
２
層
分

の
通
し
柱
は
、
建
築
的
に
進
歩
的
な
構
法
と
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
４
階
５
階
の
通
し
柱
の
５
階
部
分
を
細
く
し

た
技
法
は
、
姫
路
城
大
天
守
と
同
じ
当
時
最
新
の
も
の
で

す
。
ま
た
、
包
板
は
軸
部
を
強
化
す
る
役
割
を
果
た
し
た

と
思
わ
れ
、
東
大
寺
大
仏
殿
の
柱
に
通
じ
る
特
色
で
す
。

　

更
に
城
郭
は
乱
世
の
終

し
ゅ
う

焉え
ん

と
と
も
に
、
16
世
紀
中
期
ま

　

確
か
に
松
江
城
天
守
は
、
中
国
地
方
に
唯
一
残
る
荘
重

雄
大
な
四
重
五
階
の
天
守
で
す
。
最
近
に
な
っ
て
２
枚
の

祈き

祷と
う

札
が
再
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
慶
長
16
年
の
完
成
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
建
築
的
に
は
、
通
し
柱
に
よ
る
構
法
な
ど
の
独
自

の
特
徴
を
有
し
、
近
世
城
郭
最
盛
期
を
代
表
す
る
建
築
と

し
て
極
め
て
高
い
価
値
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
防
御
性

を
重
視
し
た
中
世
山
城
か
ら
、
高
層
化
し
て
近
世
都
市
の

基
軸
へ
と
進
展
し
て
き
た
城
郭
文
化
の
様
態
を
あ
ら
わ
し

て
お
り
、
深
い
文
化
史
的
意
義
も
あ
り
ま
す
。
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な
ぜ
今
、
国
宝
に
な
っ
た
の
か

　

既
に
一
定
の
評
価
が
な
さ
れ
た
文
化
財
で
も
、
そ
の
後

の
個
別
調
査
や
保
存
修
理
等
の
機
会
に
得
ら
れ
た
新
た
な

知
見
、
周
辺
分
野
で
の
調
査
研
究
の
進
展
に
よ
り
価
値
が

高
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
松
江
城
天
守
に
関
す
る
評
価

は
、
近
年
、
松
江
市
が
取
り
組
ん
で
き
た
専
門
家
に
よ
る

多
面
的
か
つ
包
括
的
な
学
術
研
究
の
成
果
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
の
で
す
。

　

現
存
す
る
天
守
の
中
に
は
、
建
築
年
代
を
後
世
に
編へ

ん

纂さ
ん

さ
れ
た
資
料
な
ど
に
よ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
松
江
城
天

守
も
、
こ
れ
ま
で
は
宝
暦
年
間
の
成
立
と
さ
れ
る『
雲
陽

大
数
録
』に
よ
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
24
年
、
長

ら
く
所
在
不
明
で
あ
っ
た
慶
長
16
年
の
年
号
が
記
さ
れ
た

祈
祷
札
２
枚
が
再
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
柱
に
残

さ
れ
た
釘
穴
及
び
痕
跡
か
ら
、
地
階
中
央
に
あ
る
２
本
の

通
し
柱
に
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
元
和
元
年（
1
6
1
5
）の
一
国
一
城
制
以
前

の
建
築
年
代
が
明
確
な
天
守
と
し
て
、
慶
長
11
年
の
彦
根

城
天
守
、
同
13
年
の
姫
路
城
天
守
と
肩
を
並
べ
る
に
至

で
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
た
防
御
性
重
視
の
山
城
か
ら
、

集
住
・
交
通
・
経
済
な
ど
の
実
用
性
重
視
の
平
山
城
や
平

城
へ
転
換
し
ま
し
た
。城
郭
と
都
市
の
一
体
化
が
進
展
し
、

城
郭
建
築
最
盛
期
の
中
で
、
部
材
を
含
め
て
富
田
城
か
ら

の
移
転
が
明
確
な
松
江
城
天
守
は
、
建
築
史
や
都
市
史
及

び
文
化
史
に
お
い
て
存
在
意
義
が
大
き
い
の
で
す
。
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終
わ
り
に

　

か
つ
て
姫
路
城
な
ど
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
当
時
、
松

江
城
天
守
は
昭
和
大
修
理
の
最
中
で
し
た
。
昭
和
30
年
3

月
の
工
事
完
了
か
ら
数
え
て
、
ま
さ
し
く
還
暦
を
迎
え
て

国
宝
と
な
る
の
で
す
が
、
決
し
て
こ
う
し
た
節
目
と
い
う

こ
と
で
国
宝
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　

松
江
城
天
守
は
天
守
台
石
垣
上
に
南
面
し
て
建
っ
て
い

ま
す
。
山
頂
に
構
え
た
本
丸
の
北
東
端
、
高
壮
な
石
垣
に

屹き
つ

立り
つ

し
た
荘
重
雄
大
な
外
観
は
、
近
世
都
市
に
お
け
る
象

徴
的
な
存
在
感
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
松
江
城
は
、
近

代
の
困
苦
を
乗
り
越
え
、
着
実
に
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
全
盛
期
の
威
容
を
取
り
戻
す
の
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
松
江
城
天
守
の
国
宝
指

定
を
機
に
、
松
江
が
新
た
な
歴
史
都
市
と
し
て
飛
躍
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

松江城天守内部（地階）




